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平成２７年度 第１回 村上市国民健康保険運営協議会 会議録 

会議次第 

１．開会 

２．挨拶 

３．出席委員数の報告 

〇事務局：     次に、出席委員数の報告ですが、本日の欠席は、齋藤富一委員、富樫敏栄

委員、伊賀芳朗委員、髙橋佳子委員の４名です。委員数１２名中、欠席委

員が４名で、協議会規則第３条第１項に基づいて半数以上の出席ですので、

会議は成立することを報告いたします。 

４．会議録署名委員の指名 

〇事務局：     次に、会議録署名委員の指名ですが、今回は前川委員によろしくお願いい

たします。 

〇会長：      前川委員、よろしくお願いします。 

〇事務局：     それでは、資料の確認ということでちょっとさせていただきます。 

〇事務局：     それでは、本日配付させていただいたものちょっと多いもんですから、念

のため資料の確認をさせていただきます。一枚物で向かって右のほうに配

付させていただきましたが、きょうの協議会の委員の皆様の名簿になりま

す。それから、その下が、「いつまでも自分の歯で噛んで食べられるよう

に」ということで、当市の以前出した広報のコピーになりますが、ちょっ

と説明させていただきます。それからもう一つ、資料の３つ重ねてあるも

のでございますが、【参考】関係法令抜粋ということで、今回から新たに

委員になられた方もいらっしゃいますので、改めて直接関係する法令の写

しを配付いたしました。それから、その下が特別会計事業説明書というこ

とで、Ａ４の一枚物になります。その下に平成２７年度村上市国民健康保

険特別会計予算（案）の概要ということで、これも以前にお配りしている

ものですけども、今年度の予算の概要が示されている冊子になりますので、

ご参考いただければと思います。あと、きょうちょっと資料が多かったも

のですから、封筒と、それから国保のハンドブックと、それからティッシ

ュ、こういったものも配付しておりますので、お席のほうに置かせていた

だきました。また、事前にきょうの議案書をお送りしておりますので、も

し今までのものでないものがあればおっしゃっていただければと思いま
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す。 

〇事務局：     はい。それでは、資料のほうはありましたでしょうか。 

          （はいの声あり） 

〇事務局：     報告の前に、今回２人の方が新たに委員になられたので、簡単でよろしい

ので、自己紹介ということで、済みませんが、よろしくお願いいたします。

五十嵐委員からよろしくお願いします。 

〇委員：      初めまして。国土交通省共済組合の第九管区海上保安本部総務部厚生課か

ら参りました五十嵐と申します。この４月から業務を拝命しまして、業務

についております。以前３年前に短期業務でこの会議にも代理で出席させ

ていただいたことがありまして、４月から今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

〇会長：      よろしくお願いいたします。 

〇事務局：     よろしくお願いします。お願いします。 

〇委員：      初めまして。長谷部でございます。きょうは風邪を引いてしまいまして、

マスクで失礼をさせていただきます。私は、名簿にも書いてございますと

おり、新興プランテック・ニイガタ健康保険組合のほうに所属しておりま

す。実はここに就任したのは昨年の１０月で、それ以前は社会保険庁、そ

れからその後を引き継いだ日本年金機構のほうへ在籍をしておりました。

それから、村上に縁があるということでご披露申し上げたいんですが、私

は旧神林村の牛屋出身でして、今たまたま仕事で新潟の関係もあって新潟

のほうに住んでおりますが、いずれは早目に村上市のほうに戻ってまいり

たいというふうに考えております。きょうからいろいろお世話になります

が、よろしくお願いいたします。 

〇会長：      どうぞよろしくお願いいたします。 

〇事務局：     お願いたします。ありがとうございました。じゃ、新しい方も多いので、

全員自己紹介ということで。じゃ、会長さん。 

〇会長：      はい。では、よろしくどうぞお願いします。順番はよろしいですか。 

〇事務局：     はい。 

〇会長：      じゃ、こっちのほうから、私から向かって右のほうからちょっと順番にお

願いします、自己紹介。 

〇事務局：     私のほうから。書記を務めます保健医療課国保室の松田と申します。よろ
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しくお願いします。 

〇事務局：     保健医療課国保室で係長をさせていただいております東と言います。よろ

しくお願いします。 

〇事務局：     この４月から保健医療課の国保室長になりました長谷部と申します。国保

室には、ことしでもう４年目になります。大分長くなってきましたが、よ

ろしくお願いいたします。 

〇事務局：     ４月から保健医療課長になりました菅原です。よろしくお願いいたします。 

〇事務局：     ４月から税務課長になりました加藤と言います。よろしくお願いします。

税のほうはことしで３年目ということですので、よろしくお願いします。 

〇事務局：     ４月から保健医療課の健康支援室のほうに室長として来ました佐藤です。

それまで神林支所のほうで保健師をやっていまして、４月からですので、

どうか皆様よろしくお願いいたします。 

〇事務局：     税務課保険税係の前川と申します。よろしくお願いします。 

〇事務局：     今年度から保健医療課で歯科衛生士としてお世話になっています本間と言

います。よろしくお願いします。 

〇委員：      薬局、薬剤師の関係で出席させていただいております中安調剤薬局の中村

良平と言います。よろしくお願いします。 

〇委員：      ２年目ですが、歯科医師会を代表して来ております前川隆志です。今回は

本間さんという衛生士を入れていただきまして、歯科医師会としては念願

かなって、ありがとうございました。よろしくお願いします。 

〇会長：      じゃ、皆さん、どうも挨拶はしましたけれども、私山北出身の社協の副会

長をしております富樫です。去年から会長という大役を仰せつかって、よ

ちよち歩きながら１年務めさせてもらいましたが、任期までは全うしたい

と思っていますので、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

〇委員：      上海府区長会の会長をやっております佐藤です。随分、私のほかに古い人

は会長と副会長だけになってしまって、だんだん上のほうに上がってきた

のは何かおしりのほうがむずむずするような感じいたしますが、今年もよ

ろしくどうぞお願いいたします。 

○委員：      ３号委員の佐藤でございます。私もこの委員大分長くやっているんですが、

さっぱり中身が伴いませんで、もうこれは聞き役のほうに回っておるわけ

なんですが、老人クラブ代表でやってきております。見てみますと皆お若
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い方ばかりですけども、私は後期高齢者ということで参加させていただい

ておりますが、よろしくお願いいたします。 

〇委員：      成田健一でございますが、私は民生委員協議会の枠から出席させていただ

いております。どうぞよろしくお願いします。 

５．報告 

（１）国民健康保険条例等の一部を改正する条例制定（専決）について 

〇事務局：     それでは、５番の報告ということで、会長のほうで進行をよろしくお願い

いたします。 

〇会長：      はい、わかりました。恒例によりまして、議事進行会長ということで進め

てまいりたいと思います。まず、５番の報告となっておりますが、（１）

の国民健康保険税条例等の一部を改正する条例制定（専決）についていき

たいと思いますが、事務局ひとつよろしくお願いいたします。 

〇事務局：     －－－議案書に基づき詳細に説明－－－ 

〇会長：      どうもありがとうございました。皆さん、資料事前配付されておりますの

で、ご理解いただけたと思いますが、何か聞いてみたい、言ってみたいと

いうことございましたらいかがでしょうか、この際ですが。特にございま

せんか。条例の改正というようなことで、専決もされておりますので、案

件どおりご承認いただけますか。 

          （はいの声あり） 

〇会長：      どうもありがとうございました。それでは、（１）の国民健康保険税条例

等の一部を改正する条例制定（専決）については、原案のとおり承認され

たものといたします。ありがとうございました。 

（２）国民健康保険条例の一部を改正する条例制定（専決）について 

〇会長：      次に、（２）、国民健康保険条例の一部を改正する条例制定（専決）につ

いてを上程いたしたいと思います。事務局、説明よろしくお願いいたしま

す。 

〇事務局：     －－－議案書に基づき詳細に説明－－－ 

〇会長：      今ご説明ありましたように、説明の注のところ、７から８へ直すという形

で、特に内容については変更ないという形でございますが、皆さん何かご

意見等ございませんでしょうか。ございませんか。 

          （ございませんの声あり） 
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〇会長：      ありがとうございます。それじゃ、原案のとおり、報告のとおり専決をさ

せていただきます。ご承認まことにありがとうございました。 

（３）平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）（専決）について 

〇会長：      それでは次に、（３）の平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）（専決）について上程いたしたいと思います。事務局、よろしくお

願いいたします。 

〇事務局：     －－－議案書に基づき詳細に説明－－－ 

〇会長：      どうもありがとうございました。皆さん方には、それぞれ組織等々からの

代表として委員になっていただいておられますので、専決事項や決算の内

容等については、金額がどうであるか、あと内容についてはご理解いただ

いているものと思いますが、何かお聞きしたいことでもありましたらご発

言願いたいと思いますが、いかがでしょうか。なければ、これも原案どお

りご承認いただけますでしょうか。よろしいですか。 

〇委員：      １つだけ質問させていただいてよろしいですか。 

〇会長：      はい、お願いします。 

〇委員：      今ご説明のあった最後の１１番、款項目でいうと款が１１番なんですが、

繰越金、当初予算が７,９００万、それから補正増減が１億２,８００万で

すか、大分額が大きいんで、主な要因を参考までに教えていただければあ

りがたいです。 

〇事務局：     補正前の額が７,９００万ということで、これ実は当初予算では繰越金は実

質的には計上しておらない形になっています。第１回の補正のときに７,

９００万ほど補正で財源とて予算計上しています。大体１億から２億ぐら

いの繰越金が毎年出ては、また同じ金額大体繰り越しているという流れに

なっているんですけども、国民健康保険の場合、国庫補助金の中で療養給

付費負担金という大きいものがございます。こちらなんですけども、年度

途中の実績、それから推定の数値で申請を出して、それに対して交付され

る仕組みになっていますが、これが１１億ほどございますが、こちらの交

付額なんですけども、当初その時点で申請した金額より実はその年度多く

来る傾向がございます。これが大体６,０００万、７,０００万、多い年で

すと１億近くのような実績になっておりまして、この多く来た分について

は翌年度返還しなきゃいけないんです。こちらについて返還しなきゃいけ
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ないというか、当該年度で実際の数字よりも余計に入ってくる歳入である

というのが一番大きな原因です。 

〇会長：      ご理解いただけましたか。 

〇委員：      はい、承知しました。 

〇会長：      なるほど繰越金が要因ということですね。ほかにございませんか。なけれ

ばこれで締めて、ご承認いただけますか、原案のとおり。 

          （はいの声あり） 

〇会長：      どうもありがとうございました。それでは、（３）の平成２６年度国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）については、専決どおりご承認いただ

けたものといたします。ありがとうございました。 

（４）その他 

〇会長：      次に、（４）、その他ですが、事務局のほうで何か準備しておられますで

しょうか。 

〇事務局：     それでは、詳しい説明というわけではないんですが、きょうは議案のほう

に参考資料ということで、ページでいきますと議案書の６ページからにな

りますが、当市は平成２０年度に合併しておりまして、それ以降例えば加

入者数の増減ですとか、それからどういった状況でふえている、減ってい

るという内訳、それから国民健康保険税の税率の推移、それから大まかな

１人当たり医療費ですとか受診率、そういった資料を参考資料としてつけ

させていただいております。例えば６ページなんですけども、被保険者の

状況ということで、一番左端が村上市の世帯数、人口、ａ、ｂとなってい

ますけども、それがどういうふうに推移しているか。例えば人口であれば、

本市合併の際は７万都市ということで合併しておりますが、５,０００人ぐ

らいもう既に減っているというふうな数字が読み取れるかと思いますし、

国保の加入者数につきましても平成２０年度、これ年度末の数字ですが、

ｄの欄です。１万９,３０７人ということだったんですが、２６年度末につ

いては１万５,９３４人ということで、こちらのほうについても減っており

ます。これは、市全体の人口が減っているというものももちろんございま

すが、平成２０年度に後期高齢者医療、こちらの制度ができております。

７５歳到達で基本的には後期高齢者医療のほうに皆さん移行するというこ

とで、それ以前はそういう制度が、７５歳以上の方についても国保に加入
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したままという形でしたので、制度が変わったということが大きな要因で

ございます。それから、７ページにつきましては、平成２０年度からの加

入者数の増加の内訳、それから減少の内訳、あるいはちょっと専門的にな

りますけども、異動届、どういった届け出が出ているかなというようなも

のになります。例えば社会保険の加入、それから社保離脱、これが相反す

る理由になりますけども、景気の動向なんかもやっぱりあるのかなという

ような形に読み取れますし、それから減少の内訳の中ではやっぱり後期高

齢者への加入、こちらの数字の数がどうしても全体の加入者の減少傾向に

影響を与えるということが読み取れるかなと思っております。それから、

８ページは、国民健康保険税の税率の推移になります。平成２６年度につ

きましては、旧村上市の税率を採用して当初税率が推移してきたわけなん

ですけども、平成２３年度に税率改定のほうを実施しております。その後、

例えば賦課限度額については、先ほど条例の専決でご説明しましたけども、

税の中には医療分、それから介護納付金分、後期高齢者支援分ということ

で３本立てになっているわけなんですけども、こちらのそれぞれの賦課限

度額計算した際にこの金額以上は課税されないという限度額になりますけ

ども、この金額がここ１年はやっぱり動いているというような形になって

います。それから、９ページ、１０ページにつきましては、村上市の国保

の１人当たりの費用額、１人当たりの費用額というのは、皆さんがお医者

さんにかかった際に窓口で払う一部負担金だけではなくて、全体の医療費

という金額になります。１人当たりの医療費がどういうふうになっておる

か。例えば村上市の場合ですと、一番上の表を見ますと平成２５年度のこ

れは実績になりますけども、村上市の入院の費用が、これはもう年齢関係

なく１人当たり平均した金額になりますが、年間１３万５３４円というこ

とになっています。県平均がどうなっているかと見ますと１１万９,７５３

円。比較のところを見ますと、１人当たりで１万７８２円多いというよう

な表になっております。そのほか入院外につきましては、県平均に比較す

ると低いんですけども、例えば入院外プラス調剤、入院外が低いのに調剤

を足すとプラスになるということは、それだけ調剤が村上市の場合は高い

ということが読み取れます。また、歯科につきましては、金額はそれほど

ではないんですが、やはり県平均に比べると少し高いというような現状が
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読み取れるかと思います。その下は受診率、受診の頻度の数字になります

けども、こちらのほうは入院は高いというような形、それから歯科も少し

高いというような形であります。入院につきまして、やはり６カ月以上の

長期入院が多いというようなところがデータとして出ておりますので、そ

ういった部分の対策がどうしても必要になるのかなというふうに思ってお

ります。その下、１０ページの入院、入院外、合計の推移という表ですけ

ども、こちら側の１人当たりの費用額の比較というような横長のグラフに

なっていますけども、真ん中の段のグラフについて年齢別に比較している

表になっています。これを見ますと、ほかにも高いところはあるんですけ

ども、５５歳から５９歳のところが県平均よりちょっとやっぱり高くなっ

ているかなという表に読み取れます。主な理由としては、精神関係の疾病

による医療費が高くなっているというようなところがございます。それか

ら、１１ページ、１２ページについては、平成３０年度からの医療制度改

革、こちらの、これ国の資料をそのままつけさせてもらいましたけども、

平成３０年度からは、今まで国民健康保険というのはあくまで市町村が運

営するというものでしたけども、３０年度からは都道府県、県と市町村が

共同で運営するというような形になります。財政運営の主体は都道府県が

主体。それから、実際の窓口業務ですとか保険税の賦課、徴収、また保健

事業、そういったものについては引き続き市町村が担うというような大枠

の資料になります。こちらについては３０年度から一遍にするわけではな

くて、例えば財政的な支援の拡充、そういったものは既に今年度から始ま

っているというふうな、少しずつ変わっていくという流れにはなっており

ます。また、先般国会のほうでも、法の改正の審議が今進んでおりますの

で、また次回協議会の際にはもう少し詳しいお話ができるのかなというふ

うに思っております。あと、きょう配らせていただいた資料なんですけど

も、ちょっとたくさん資料出させてもらって申しわけなかったんですが、

国民健康保険の改定がちょっとわかりにくくて大変申しわけないなと思っ

ておるんですけども、２７年度の当初予算のときに策定しました概要の資

料を一応、前に一度お配りさせていただいているものになりますが、また

配らせていただきましたので、きょうの説明のところは何だったんだろう

なと例えばめくっていただければありがたいなと思っています。以上でご
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ざいます。 

〇会長：       どうもありがとうございました。非常にうまく説明していただきましたが、

何か今のところ聞いてみたいという部分がありましたら、この際いかがで

しょうか。私から１ついいでしょうか。今ちょっと気になったのは最後の

グラフでしたけども、中年層ですか、５５歳から５９歳のところが、精神

的にやっぱり、言葉あれですが、うつのような、そういうのが多いという

ことなんでしょうか。 

〇事務局：     そうですね。実は精神関係の疾患の医療費については、村上市は高いです。

それで、全体として高いんですけども、今回このグラフは県のほうから提

供がありましたので、この数字を見たときにやっぱりうつというところま

で、私ちょっと細かい資料今手元にないんですけども、そういった精神疾

患がやっぱり多いというふうな傾向があります。 

〇事務局：     長期入院となると、やっぱりうつというよりも統合失調症とか、そういう

方たちが多いんじゃないんでしょうか。 

〇委員：      見ているところからすると、友達なんかでも、うつだとか、その関係がか

なり多いように見受けられます。特に自分で納得しているんだろうけれど

も、もう俺今うつなんだよなと、それだったらわかるんじゃないかという

ようなことも考えられるんですけど、やっぱりその人たちにすればもう大

変なことなんでしょうけど。 

〇会長：      そうですね。 

〇委員：      それ５０代で急に発症したんですか。どきっとしちゃって。 

〇事務局：     統合失調症等は思春期に多いですので。 

〇会長：      思春期に多いものなんですか。 

〇事務局：     思春期に発症する人が非常に多いです、統合失調症については。うつとか

はストレス関係が多いので、それこそ５０代とかはきっと多いと思います。 

〇会長：      ちょっと雑談になりますけども、夕方のＮＨＫですか、見ていたら、やっ

ぱり子供の育て方というんですか、なんかが、ちょっと子供が不安になる

家庭って非常に多いというような様子で言われていたんで、何で今の子供

はというふうに私ら高齢者になるとそういう気がするんで。 

〇委員：      いや、確かにそうかと思います。注意しようにしても、反対に切れるとい

うんですか、今の。 



 
- 10 - 

〇会長：      私なんか根っからの山北人ですから、こんな環境のいいとこに住んでいて

何でそんなかからなきゃならないのかなという、逆にそういう気がするん

です。 

〇委員：      環境が豊かじゃないですか。 

〇会長：      どうも雑談に入ってしまって済みませんでした。 

〇委員：      ニュースなんか見ていても、注意されて親を殺してしまうような、そんな

状態の、ニュースでもすごく多いですね。 

〇会長：      多いですよね。 

〇委員：      多いですが、そこらのところ、かえって声かけも怖くなったなというよう

な感じでありますものね。 

〇会長：      皆さんから声が余りないから雑談に入ってしまいましたけども、ゆうべの

ＮＨＫの「ドカベン」の漫画ですか、随分論議になったそうです。それを

ずっとテレビでストーリーとしてやったんだけども、１００万部を突破し

たとかと、書いた人が。出したのが。そのことについていろいろ家庭の大

切さというのも訴えていたようでしたけども、本当に何が影響するかとい

うのはしみじみときのうしっかりそれ見ていましたけども、家庭の大事さ

というのありました。どうも会長から雑談に入ってしまって申しわけござ

いません。いかがでしょう。今の説明でご理解いただけましたか。まだ不

安なとこたくさんあろうかと思いますけども、資料を見ながらご理解いた

だきたいと思います。それでは、事務局のほうは。 

〇事務局：     もう一点あります。 

〇会長：      はい、もう一点あります。じゃ、よろしくどうぞお願いします。 

〇事務局：     その他ということで、私も参考資料の一つとして一枚物でＡ４、１枚、市

報の歯科保健計画というのを配らせていただきましたので、それについて

ご説明させていただきたいと思います。資料は、長谷部室長のこの冊子の

資料の中の９ページ、参考資料の９ページのところに、先ほど入院も村上

市は県よりちょっと高いし、しかもすごくではないけれども、一応村上市

のほうは医療費が高いんですよねという話があったかと思います。そんな

ことも含めまして、村上市のほうでも資料にありますように、５月の１日

の市報むらかみに載せたのですが、おかげさまでやっと村上市歯科保健計

画を完成することができました。これに当たっては、歯科医師の先生たち
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に大変ご協力いただいて、何度も検討を重ね重ね、医師会等多くの方のご

協力を得て達成することができました。市報のこのチラシのほうにありま

すように、２６年度、昨年から３０年度までの５年間の取り組みをまとめ

させてもらいました。でき上がったものとしては黄緑色のこのような形で

まとめさせてもらいまして、一般に公開及びホームページ等のほうでもい

つでも誰でも見られるように、またいろんな機会を通してこのことをＰＲ

しています。チラシのほうを見ますと、計画策定の目的ということで、目

的のほうは、村上市では幼児期の虫歯のかかる人たちが多いということ。

また、１２歳の歯肉炎が高くなっているということ。それから、成人歯科

検診ということで、治療している方はよいのですが、１度も歯科に行って

いないという人早目に受診するきっかけ、自分の歯を検診するきっかけに

なってもらいたいということで市でやっているのですが、それがなかなか

低い状態というこれらの現状を踏まえて、それに基づいた少しでもレベル

アップする計画を盛り込みました。裏を見ていただきますと、歯といいま

すと生まれたとき、胎生期から高齢になって亡くなるまでの間、全てにと

って大事なことなので、各時期のスローガンというものを立てました。生

まれたときはママと赤ちゃんの歯を守っていこう。乳幼児期は、大切な乳

歯、乳歯も大事ですので、親子で守ろうということ。また、学生、学齢期

や思春期になりましたら、もうこの時期からきちんと自分の手で歯とお口

の手入れ方法を身につけていただきたいと思っています。成人期になりま

したら歯周病の予防、そして老年期になりましたらしっかりかめる口で、

口腔が大事になってきます。また、介護とか障害になりましたら、お口の

ほうの健康があらゆる疾病悪化の影響にもなりますので、関心を持っても

らいたいと考えています。最後になりますが、下のほうの四角い枠にあり

ますように、歯科医師会のほうも大変熱心に活動してくださっていまして、

例えば昨年、２６年であれば６月８日に無料歯科相談などを行って、これ

は毎年のように行って、歯科医師会みずからもいろんな活動を行っていま

す。行政も、タイアップして今後ともやっていきたいです。国保の医療費、

歯科の関係からこのようなことをきょうは述べさせていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

〇会長：      どうもありがとうございました。 
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〇委員：       こちらこそありがとうございました。ちなみにことしは６月７日に開催で

毎年少しずつ参加人数がふえてきて、大変我々も熱の入っている事業であ

りまして、毎年五、六百人コンスタントに集客しています。会場側からも

ぜひことしもやってくれというぐらいに発展したいい事業なので、皆様方

も機会がありましたらぜひとも足を運んで、精鋭の歯医者が待っています

ので、口の中の検診を受けてみていただけるといいと思います。歯科の多

分医療費が上がっているのは、皆さんの予防の概念が多分低いんだと思い

ます。転ばぬ先のつえ、早期発見、早期治療が医療費をカットされる一つ

の要因ですので、皆様方お口の中の健康に関しては常に心の中にとどめて、

機会があったら口の中見てもらうことをお薦めいたします。ありがとうご

ざいました。 

〇会長：      どうもありがとうございました。ついでと言っちゃ申しわけありませんけ

ども、私も一言言わせてもらいたいと思うんですが、歯のことで。私も子

供のときからずっともう歯槽膿漏でひどかったんです。それで、もう手術

してもだめだよと言われるぐらいだったんだけども、しかもたばこはもち

ろん正規に年とってから、年というか、２０歳過ぎてからだけども、やめ

るころには１日６０本ぐらい吸わないと気が済まないぐらいヘビースモー

カーだった。何とかそれやめたいと思ってガムをかみ始めたんです。今も

山北から来る車の中ですから、行き帰りガムかんで歩いています。そうし

ましたら歯槽膿漏ぴたっととまったし、もう８０歳ですけど、入れ歯１本

もありません、虫歯はありますけども。もう今は寒川の佐藤先生のところ

へ１カ月に１遍は必ず来いと言われて行っていたんです。それで話しした

ら、先生から治療に行ってガムもらって帰ってきていますけども、歯茎が

丈夫になって血が出るということないでしょう。 

〇委員：      それはガム自体が多分砂糖の成分が甘みの成分、キシリトールというやつ

にみんな切りかわりつつあって、砂糖よりも圧倒的に歯にいいんですね、

虫歯をつくりにくい成分なので。その影響も恐らくあるんだと思います。

あと、歯は使わないと壊れていきますし、かみ合わせることによってある

程度掃除されるというメカニズムになっております。ガムをかんで摩擦を

起こすというのが歯を清潔にする一つのコツなのかもしれません。 

〇会長：      ええ、だと思うんです。ですから、歯が丈夫なもんだから内臓で悪いとこ
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ろ一つもないんです。本当に歯というの大事だなと自分でつくづくそう思

っています。ちょっと余談ですけども、この辺でちょっとできればガムか

ませるのもいいのかなという気がしたもんですから。 

〇委員：      これだけ寿命が伸びちゃうと、年とって暇になると食うことしか楽しみな

くなっちゃう。そのときに歯がないと非常にかわいそうなんです。 

〇会長：      そうですね。 

〇委員：      とにかく歯は大事です。皆さん、歯を大事にしてください。 

〇会長：      そのほか皆さんのほうから何かございませんですか。事務局はあとござい

ませんね。 

〇事務局：     はい、特にないです。 

○会長：      特にありません。皆さんのほうから一言言っておきたいなというようなこ

とございませんか。 

〇委員：      歯科のほうなんですが、ちょっとお聞きしたいんですけども、各時期の取

り組みというところありますね。そこで、私現職にいたころを思い出して

いるんですけども、乳幼児期見ますと定期的にフッ化物塗布及び洗口を受

けるとありますわね。それから、中学校のところを見ますと、行政の立場

として中学校でフッ化物洗口を検討すると、こうありますが、実は私が現

職にいたころ、村上小学校で最初にフッ素洗口やったんです。いろいろと

反対がありました。すごかったです、あのころは。だけども、思い切って

やったんですが、新潟県では全国的にもフッ素洗口をよくやっているんで

す。したがって、新潟県の児童生徒の虫歯というのは、非常に少ないと聞

いております。今現在、市内及び岩船郡の実施状況はどういうふうになっ

ているのか。それから、中学校も本気にやる気があるのかどうか、ちょっ

とお伺いしたいんですが。 

〇事務局：     今は小学校までやっていまして、中学校についてはそれこそこれから検討

と思っているんですが、以前と違うのは乳幼児、赤ちゃんのときですけど、

乳幼児のとき、今でもそうなんですが、フッ素塗布をやっていて、一応強

制ではなくて、あくまでも希望制にしています。それで、それずっと前か

らですが、それで乳幼児健診のとき、１歳半にしろ、２歳にしろ、一応お

母さんに希望しますかということで回すんですが、それが先生いらっしゃ

ったころの当初フッ化物というものを学校及び行政で取り入れたときと違
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いまして、あのころはやっぱり３割とか２割とかいいですという人いたん

ですけど、今は本当に、希望をとっているんだけど、もうほとんど１００

％。それで、お母さんたちの意識が、今のお母さんたち、いいですという

人最近はほとんどいないので、１００％自分のお子さんを１歳半、２歳、

２歳半、３歳とフッ素塗布、という時代を経験していますので、小学校に

なっても需要も結構順調でして、それでそこまで今来ましたので、中学校

のあたりをしようと思っているんですが、課長、何か追加ありますか。 

〇事務局：     市内で中学生対象にやっているのは中等だけです。あと全然やっていない

ので、一応歯科保健計画には中学校にフッ素洗口を進めましょうというこ

とで一応掲げてありますので、来年、再来年あたりにはしたいということ

で一応計画は立てているので、ちょっと関係するところといろいろ連絡を

とったり、中学校に対して意見を求めたりで、前向きに進めていきたいと

は考えています。 

〇会長：      いいことはなるべく早く手をつけるようにしてもらえばと思います。 

〇委員：      ありがとうございました。 

６．その他 

〇会長：      ほかにいかがでしょうか。ほかになければこれできょうの持ち合わせた案

件は全て終了しましたが、閉会してもよろしいでしょうか。事務局、よろ

しいですか。 

〇事務局：     済みません。最後に次回のことについて。 

〇会長：      はい。 

〇事務局：     それでは、私のほうから次回のご案内をさせていただきます。議案書をめ

くって裏面のきょうの次第の一番下にございますが、次回協議会の開催予

定ですが、８月２０日木曜日を予定しておりますので、よろしくお願いし

ます。また、８月６日木曜日には、国保連合会運営協議会委員研修会とい

うのが毎年ございますが、朱鷺メッセで予定されております。詳細が決ま

りましたらご案内いたしますので、こちらについてもよろしくお願いしま

す。以上です。 

〇会長：      ありがとうございました。朱鷺メッセの研修は車の手配等は。 

〇事務局：     昨年と同様に一応車で皆さんご一緒に行っていただきたいなというふうに

は考えています。 
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〇会長：      何か昨年は、会長は一足先に…… 

〇事務局：     済みません。この研修の前に全体に会長さんの会議がございまして。 

〇会長：      何かそうですよね。 

〇事務局：     そうなんです。課長と一緒に去年は行っていただいた・・・。 

今年も、もし日程が合えばそのような形でお願いしたいと思います。 

〇会長：      はい、わかりました。そのつもりでいますんで、ひとつお世話になります。

それじゃ、連絡も終わりましたし、これで閉会してもよろしいですか。じ

ゃ、閉会したいと思いますが、本日はお忙しい中お集まりいただきまして

大変ありがとうございました。これをもちまして第１回の会議を終了いた

します。ありがとうございました。 

            （午前１１：００終了） 


